


令和３年７月26日 ( 2 )む つ 社 協 だ よ り

【
基
本
方
針
】

人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
、
家
族
の
在
り

方
や
働
き
方
も
変
わ
り
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ

や
福
祉
課
題
も
、
子
ど
も
の
貧
困
、
ひ
き
こ
も
り
、
認

知
症
対
策
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
８
０
５
０
問
題
等
、
こ
れ

ま
で
に
な
く
多
様
化
し
、
複
合
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、国
の
施
策
に
基
づ
き
、子
ど
も
、高
齢
者
、障

が
い
者
な
ど
全
て
の
人
々
が
地
域
、暮
ら
し
、生
き
が
い

を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題

を
把
握
し
て
解
決
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
、
多
種
多
様

な
専
門
機
関
が
縦
割
り
で
な
く
包
括
的
に
協
働
で
き
る

よ
う
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
と
新
た
な
要
請
に
応
え
て
い

く
た
め
、
当
協
議
会
で
は
「
第
３
次
む
つ
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た

事
業
成
果
を
基
礎
に
引
き
続
き
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く

状
況
を
捉
え
、
地
域
福
祉
の
中
核
的
役
割
を
果
た
す
べ

く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
サ
ロ
ン
活
動
、
各
種
交
流
会

な
ど
の
自
主
事
業
や
、「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」、

「
む
つ
市
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、「
ひ
き
こ
も
り

対
策
支
援
事
業
」
等
の
受
託
事
業
、
青
森
県
内
の
社
会

福
祉
法
人
が
連
携
し
て
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
「
青
森

し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
施
等
各
種
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
が
抱
え
る
生
活
課

題
の
解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
等
と
の
協
働
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
研
修
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
創
意

工
夫
を
重
ね
円
滑
に
事
業
を
推
進
し
、
安
定
し
た
経
営

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
施
設
運
営
を
図

る
た
め
、
地
域
に
密
着
し
た
特
色
の
あ
る
活
動
や
積
極

的
な
広
報
活
動
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、
安

定
し
た
経
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
も
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、

期
待
に
応
え
ら
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

【
活
動
計
画
】

１

広
報
活
動
の
推
進

⑴

社
協
だ
よ
り
の
発
行
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

⑵

第
61
回
む
つ
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

２

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

⑴

ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ
ー
ル
の
開
催

⑵

ふ
れ
あ
い
広
場
事
業

⑶

世
代
間
ふ
れ
あ
い
交
流
会
開
催
事
業

⑷

助
成
事
業

⑸

福
祉
ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
新
規
事
業
の
開
発

⑹

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

⑺

ふ
れ
あ
い
昼
食
会
の
開
催

⑻

い
き
い
き
交
流
会
開
催
事
業

⑼

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅
開
催
事
業

⑽

茶
話
や
か
サ
ロ
ン
開
催
事
業

⑾

ふ
れ
あ
い
交
流
会
事
業

⑿

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

⒀

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

⒁

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
開
催

⒂

第
52
回
む
つ
市
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

⑴

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
充
実

⑵

災
害
時
被
災
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

⑶

児
童
・
生
徒
等
の
福
祉
意
識
の
高
揚
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
促
進

４

生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑴

む
つ
市
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑵

心
配
ご
と
相
談
所
事
業

⑶

結
婚
相
談
所
事
業

⑷

社
会
貢
献
活
動
事
業

⑸

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⑹

成
年
後
見
制
度
監
督
業
務

⑺

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

⑻

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進

⑼

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑽

助
け
合
い
資
金
貸
付
事
業

５

共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

⑴

共
同
募
金
助
成
事
業

⑵

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
助
成
事
業

６

介
護
事
業
の
経
営

⑴

訪
問
介
護
事
業

⑵

居
宅
介
護
支
援
事
業

⑶

介
護
事
業
職
員
の
資
質
向
上

⑷

事
業
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

７

保
育
事
業
の
経
営

⑴

世
代
間
交
流
事
業

⑵

異
年
齢
児
交
流
事
業

⑶

経
営
基
盤
の
強
化

８

法
人
運
営
基
盤
の
強
化

⑴

法
人
運
営
及
び
組
織
体
制

⑵

会
員
加
入
の
促
進
と
会
費
の
増
収

⑶

役
職
員
研
修
等
へ
の
参
加

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後
の
状
況
に
よ
り
、
延

期
・
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



( 3 ) む つ 社 協 だ よ り 令和３年７月26日

令和３年度社会福祉事業収支予算書
１ 総括表 （単位：千円）

勘 定 科 目 予 算 額
会費収入 6,778
分担金収入 1,240
寄付金収入 1,110
経常経費補助金収入 78,252
受託金収入 57,420
貸付事業収入 2,000
事業収入 1,185
介護保険事業収入 27,993
保育事業収入 61,507
障害福祉サービス等事業収入 1,500
受取利息配当金収入 8
その他の収入 242
基金積立資産取崩収入 18,000
積立資産取崩収入 85
拠点区分間繰入金収入 1,439
前期末支払資金残高 40,144

合 計 298,903

２ 法人本部拠点区分 （単位：千円）

３ ホームヘルパー拠点区分 （単位：千円）

勘 定 科 目 予 算 額
介護保険事業収入 27,993
障害福祉サービス等事業収入 1,500
受取利息配当金収入 1
その他の収入 12
積立資産取崩収入 85
前期末支払資金残高 10,080

合 計 39,671

４ 近川保育園拠点区分 （単位：千円）

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 174,617
事業費支出 43,457
事務費支出 14,716
貸付事業支出 2,000
助成金支出 1,290
負担金支出 657
基金積立資産支出 18,000
積立資産支出 1,310
拠点区分間繰入金支出 1,439
予備費支出 1,273
当期末支払資金残高 40,144

合 計 298,903

勘 定 科 目 予 算 額
会費収入 6,778
分担金収入 1,240
寄付金収入 1,110
経常経費補助金収入 78,252
受託金収入 57,420
貸付事業収入 2,000
事業収入 1,185
受取利息配当金収入 5
その他の収入 230
基金積立資産取崩収入 18,000
拠点区分間繰入金収入 1,439
前期末支払資金残高 21,854

合 計 189,513

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 100,346
事業費支出 30,057
事務費支出 13,897
貸付事業支出 2,000
助成金支出 1,290
負担金支出 657
基金積立資産支出 18,000
積立資産支出 570
予備費支出 842
当期末支払資金残高 21,854

合 計 189,513

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 23,383
事業費支出 4,425
事務費支出 363
積立資産支出 231
拠点区分間繰入金支出 1,189
当期末支払資金残高 10,080

合 計 39,671

勘 定 科 目 予 算 額
保育事業収入 61,507
受取利息配当金収入 2
前期末支払資金残高 8,210

合 計 69,719

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 50,888
事業費支出 8,975
事務費支出 456
積立資産支出 509
拠点区分間繰入金支出 250
予備費支出 431
当期末支払資金残高 8,210

合 計 69,719



令和３年７月26日 ( 4 )む つ 社 協 だ よ り

⑽

茶
話
や
か
サ
ロ
ン
開
催
事
業
(参
加
延
782
名
)

⑾

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業(参

加
延
3,907
名
)

⑿

福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
(応
募

61
点
)

３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

⑴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付

(受
付

１
件
)

⑵

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
受
付(受

付

858
名
)

⑶

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

(派
遣

６
件
)

⑷

無
縁
仏
供
養
会
事
業

(出
席

22
名
)

⑸

車
椅
子
貸
出
事
業

(貸
出

66
台
)

⑹

災
害
見
舞
事
業

(災
害

３
件
)

⑺

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
事
業(設

置

１
器
)

４

生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑴

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

(利
用
延
2,942
回
)

⑵

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

⑶

心
配
ご
と
相
談

(相
談

30
件
)

⑷

結
婚
相
談

(相
談

４
件
)

⑸

社
会
貢
献
活
動
事
業

(援
助

８
件
)

⑹

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

(利
用

30
件
)

⑺

成
年
後
見
制
度
監
督
業
務

(実
施

４
件
)

⑻

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

(貸
付

107
件
)

⑼

助
け
合
い
資
金
貸
付
事
業

(貸
付

45
件
)

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
や

寄
付
金
・
共
同
募
金
助
成
金
な
ど
で
関
係
機
関
や
団

体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
そ
し
て
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
次
の
各
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

１

広
報
活
動
の
推
進

⑴

広
報
誌
発
行

(発
行

５
回
)

⑵

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

(通
年
)

⑶

社
会
福
祉
大
会

(出
席

90
名
)

２

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

⑴

ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ
ー
ル
事
業(開

催

８
回
)

⑵

ふ
れ
あ
い
広
場
事
業

（
参
加

53
名
）

⑶

地
域
福
祉
活
動
支
援
助
成
事
業

(助
成

29
団
体
)

⑷

ほ
の
ぼ
の
交
流
会

(開
催

２
回
)

⑸

ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
事
業(協

力
員

43
名
)

⑹

い
き
い
き
温
泉
サ
ロ
ン
事
業
(利
用

９
名
)

⑺

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

(参
加
延
22
名
)

⑻

い
き
い
き
交
流
会
事
業

(参
加
延
102
名
)

⑼

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅

(参
加

72
名
)

５

ひ
き
こ
も
り
対
策
支
援
事
業
の
推
進

⑴

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

(修
了

22
名
)

⑵

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
(相
談

130
件
)

６

共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

⑴

共
同
募
金
助
成
事
業
の
推
進

⑵

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
助
成
事
業
の
推
進

７

介
護
事
業
の
経
営

⑴

居
宅
介
護
支
援
事
業

(利
用

52
名
)

⑵

訪
問
介
護
事
業

(利
用

40
名
)

⑶

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

(利
用

４
名
)

⑷

軽
度
生
活
援
助
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業

(利
用

１
名
)

⑸

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
事
業
(利
用

５
名
)

⑹

介
護
予
防
支
援
事
業

(利
用

８
名
)

８

保
育
事
業
の
経
営

⑴

近
川
保
育
園
の
運
営

(利
用

39
名
)

９

法
人
運
営
基
盤
の
強
化

⑴

正
副
会
長
会
議

(開
催

13
回
)

⑵

理
事
会

(開
催

３
回
)

⑶

評
議
員
会

(開
催

２
回
)

⑷

各
部
会
・
委
員
会

(開
催

５
回
)

⑸

監
査
会

(開
催

４
回
)



( 5 ) む つ 社 協 だ よ り 令和３年７月26日

令和２年度社会福祉事業収支決算書
１ 資金収支計算書 (自)令和２年４月１日 (至)令和３年３月３１日 （単位：円）

借 方
勘 定 科 目 決 算 額

人件費支出 169,356,773
事業費支出 28,564,973
事務費支出 10,293,691
貸付事業支出 1,340,000
助成金支出 1,140,000
負担金支出 611,400
返還金支出 5,634,491
流動資産評価損等による資金減少額 307,000
固定資産取得支出 6,612,930
積立資産支出 1,765,880
当期末支払資金残高 45,597,755

合 計 271,224,893

２ 事業活動計算書 (自)令和２年４月１日 (至)令和３年３月31日 （単位：円）
借 方

勘 定 科 目 決 算 額
人件費 170,533,708
事業費 28,564,973
事務費 10,293,691
助成金費用 1,140,000
負担金費用 611,400
減価償却費 2,373,568
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 607,878
徴収不能引当金繰入 103,900
その他の費用 113,389
固定資産売却損・処分損 2
返還金費用 5,634,491
その他の積立金積立額 501
次期繰越活動増減差額 60,727,873

合 計 279,489,618

３ 貸借対照表 令和３年３月31日現在 （単位：円）
資 産 の 部 金 額

流動資産 72,201,238
現金預金 52,615,344
事業未収金 17,890,078
立替金 4,000
前払金 1,691,816
固定資産 89,808,138
基本財産 13,450,003
その他の固定資産 76,358,135

資産の部合計 162,009,376

貸 方
勘 定 科 目 決 算 額

会費収入 7,098,300
分担金収入 1,220,180
寄附金収入 1,207,396
経常経費補助金収入 82,759,231
受託金収入 42,715,417
貸付事業収入 1,755,697
事業収入 973,800
介護保険事業収入 29,018,279
保育事業収入 58,004,780
障害福祉サービス等事業収入 1,463,030
受取利息配当金収入 6,852
その他の収入 804,194
積立資産取崩収入 7,203,747
前期末支払資金残高 36,993,990

合 計 271,224,893

貸 方
勘 定 科 目 決 算 額

会費収益 7,098,300
分担金収益 1,220,180
寄附金収益 1,207,396
経常経費補助金収益 82,759,231
受託金収益 42,715,417
貸付事業収益 92,697
事業収益 973,800
介護保険事業収益 29,018,279
保育事業収益 58,004,780
障害福祉サービス等事業収益 1,463,030
その他の収益 550,757
受取利息配当金収益 6,852
その他のサービス活動外収益 253,437
その他の積立金取崩額 5,357,635
前期繰越活動増減差額 48,767,827

合 計 279,489,618

負 債 の 部 金 額
流動負債 36,679,776
事業未払金 24,394,472
預り金 22,037
職員預り金 2,065,974
前受金 121,000
賞与引当金 10,076,293
固定負債 16,718,246
退職給付引当金 16,718,246

負債の部合計 53,398,022
純 資 産 の 部 金 額

基金 34,400,000
国庫補助金等特別積立金 1,483,481
その他の積立金 12,000,000
次期繰越活動増減差額 60,727,873

純資産の部合計 108,611,354
負債及び純資産の部合計 162,009,376



む つ 社 協 だ よ り令和３年７月26日 ( 6 )

子
育
て
世
代
の
就
労
支
援
等
を
目
的
に
認
可
保
育
園

を
設
置
開
設
し
て
お
り
、
随
時
入
園
児
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

当
園
の
特
色
と
し
て
、
和
太
鼓
を
通
じ
「
集
中
力
」

「
持
続
力
」「
協
調
性
」
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

季
節
に
応
じ
た
諸
行
事
及
び
延
長
保
育
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◎
入
園
の
ご
案
内

●
入
園
要
件

・
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

・
疾
病
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
場
合

・
出
産
、
求
職
活
動
中
の
場
合
(ご
相
談
く
だ
さ
い
）

●
受
入
年
齢

生
後
４
か
月
～
小
学
校
就
学
未
満

●
入
園
定
員

50
名

●
開
園
時
間

午
前
７
時
～
午
後
６
時
30
分

（
延
長
保
育
含
む
）

◎
主
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

●
延
長
保
育

午
後
６
時
～
６
時
30
分

●
乳
児
保
育

生
後
４
か
月
～

●
障
が
い
児
保
育

集
団
生
活
が
可
能
の
園
児

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
給
食

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
に

は
、
安
心
し
て
美
味
し
い
給
食
を
提
供
す
る
た

め
、
医
師
の
診
断
書
を
提
供
い
た
だ
き
、
ア
レ

ル
ギ
ー
食
品
を
完
全
除
去
を
し
、
代
替
え
食
品

に
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
バ
ス
送
迎

希
望
に
よ
り
、
保
育
園
ま
で
の
送

迎
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

◎
第
52
回
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

本
会
で
は
、
む
つ
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

福
祉
作
文
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
家
族
や
友
達
、
高
齢
の
方
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
お
持
ち
の
方
等
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
た
こ

と
や
考
え
た
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

・「
福
祉
」に
関
す
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
れ
ば
、

題
目
は
自
由
と
し
ま
す
。

・
一
人
一
遍
と
し
、
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
以

内
と
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
に
は
、応
募
者
の
名
前（
ふ
り
が
な
)、

学
校
名
、
学
年
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
賞

最
優
秀
賞
５
点
、
優
秀
賞
５
点
、

佳
作
10
点
程
度
選
出
し
ま
す
。
入

選
者
に
は
、
賞
状
、
副
賞
を
贈
呈

し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
募
集
締
切

令
和
３
年
10
月
１
日
(金
)必
着

●
応
募
先

本

所

む
つ
市
中
央
一
丁
目
８
番
１
号

川
内
支
所

む
つ
市
川
内
町
川
内
477
番
地

大
畑
支
所

む
つ
市
大
畑
町
観
音
堂
25
番
地
１

脇
野
沢
支
所

む
つ
市
脇
野
沢
渡
向
107
番
地
１

◎
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
本
人
や
家
族
等
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

に
つ
い
て
学
び
、
自
分
に
で
き
る
支
援
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
日

時

10
月
２
日
(土
)

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

※
後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
令
和
４

年
２
月
に
開
催
予
定

●
内

容

・
対
象
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
支
援
の
あ
り
方

・
居
場
所
支
援
に
つ
い
て
考
え
よ
う

・
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う

●
会

場

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

２
Ｆ
「
フ
ロ
ー
ラ
」

●
参
加
者

む
つ
市
在
住
の
方

●
定

員

30
名
（
講
座
終
了
後
に
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録

し
、
継
続
的
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
。）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
み

９
月
17
日
(金
)ま
で
に
電
話
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

生
活
支
援
課

☎
33
‒
３
０
２
３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

近
川
保
育
園
新
入
園
児
募
集

�
�
�
�
�
�
�

作
品
の
募
集
案
内

�
�
�
�
�
�
�
�

事
業
へ
の
参
加
案
内



む つ 社 協 だ よ り( 7 ) 令和３年７月26日

◎
集
学
サ
ロ
ン

６
月
18
日
(金
)に
参
加
者
を
限
定
せ
ず
地
域
住
民

の
誰
で
も
が
参
加
で
き
る
通
い
の
場
や
、
他
の
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
支
え
手
に
な
り
得
る
交
流
の
場
な
ど
多

様
な
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
行
う
と
共
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
を
目
的
に
「
令
和
３
年
度
第
１
回
集
学

サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
な
天
候
で
、
田
名
部
川
沿

い
を
約
１
時
間
か
け
て
ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
参
加

者
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
外

出
す
る
機
会
が
出
来
て
良
か
っ
た
」「
久
し
ぶ
り
に

会
え
た
人
が
い
て
嬉
し
か
っ
た
」「
あ
と
２
回
参
加

し
ま
す
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

事
業
の
実
施
報
告

◎
ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
助
成

む
つ
地
区
の
町
内
会
が
定
期
的
に
実
施
す
る
「
交
流

会
」
ま
た
は
「
見
守
り
を
兼
ね
た
昼
食
の
配
食
」
に
対

し
て
、
そ
の
経
費
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

（
事
前
に
本
会
へ
申
請
が
必
要
で
す
）

●
主
な
要
件

一
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
高
齢
者
及

び
、
一
人
暮
ら
し
障
が
い
者
を
対
象

と
す
る
こ
と
。

●
助
成
金
額

令
和
２
年
度
に
納
入
い
た
だ
い
た
本

会
普
通
会
費
の
５
割
（
千
円
未
満
切

上
げ
）
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
３
千

円
に
満
た
な
い
場
合
ま
た
は
納
付
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
３
千
円
で
す
。

●
申

請

年
度
内
１
回
の
申
請
で
す
。
初
回
実

施
の
１
か
月
前
ま
で
に
申
請
書
類
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

地
域
福
祉
課

☎

33
‒
３
０
２
３

◎
茶
話
や
か
サ
ロ
ン

地
域
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
等
の
仲
間
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
、
介
護
予
防
な
ど
を
目
的
に
町
内
会
や

地
域
内
の
自
主
的
な
組
織
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

事
業
内
容
や
運
営
に
関
す
る
ご
相
談
を
随
時
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

間

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

●
内

容

月
１
回
以
上
の
お
茶
飲
み
会
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

●
場

所

集
会
所
等
の
公
共
施
設

●
対

象

む
つ
市
内
の
町
内
会
や
地
域
内
の
自

主
的
な
組
織

●
問
合
せ
先

地
域
福
祉
課

☎
33
‒
３
０
２
３

◎
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

住
民
主
体
の
支
え
合
い
活
動
を

推
進
し
ま
す
！

～
む
つ
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
～

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
や
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
地
域
組
織
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
な
ど
地
域
の
多
様
な
主
体
が

連
携
を
図
り
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
が
行
わ
れ

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

本
会
は
む
つ
市

か
ら
「
む
つ
市
生

活
支
援
体
制
整
備

事
業
」を
受
託
し
、

市
内
６
地
区
（
田

名
部
１
・
田
名
部

２
・
大
湊
・
川
内
・

大
畑
・
脇
野
沢
）

に
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
。
住
民
主
体

に
よ
る
生
活
支

援
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
図
ら
れ
る
よ
う

身
近
な
地
域
で
の

支
え
合
い
の
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。

�
�
�
�
�

事
業
の
紹
介



令和３年７月26日 ( 8 )む つ 社 協 だ よ り

◎
む
つ
市
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

ひ
き
こ
も
り
に
悩
ん
で
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
が
続
く
と
ご
本
人
だ
け
で
な

く
ご
家
族
も
心
配
や
不
安
が
募
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
様
々
な
背
景

が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

態
に
応
じ
た
対
応
を
考
え
、
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
も
う
遅
い
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
た
り
、
家
族
だ

け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

◎
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
集
い

「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」

青
年
期
の
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
の
状
態
に
あ

り
社
会
参
加
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
家
庭
以
外
の

居
場
所
や
同
世
代
を
中
心
と
し
た
対
人
関
係
を
経
験

す
る
場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
に
相
談
に

来
ら
れ
、「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」へ

の
参
加
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
。

●
場

所
む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

ス
ポ
ー
ツ
･レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
･

話
し
合
い
等

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

◎
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

「
ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
」

ひ
き
こ
も
り
や
心
の
悩
み
を
抱
え
、
な
か
な
か
社

会
と
つ
な
が
れ
ず
に
い
る
ご
本
人
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
家
族
会
で
す
。
本
人
の
年
齢
、
家
に
い
る

期
間
、
病
気
や
障
害
の
有
無
な
ど
、
本
当
に
様
々
で

す
が
、「
な
ん
て
声
を
か
け
た
ら
い
い
か
」「
ど
う
関

わ
っ
た
ら
い
い
か
」
と
い
っ
た
悩
み
は
皆
さ
ん
共
通

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
心
が
少
し
で
も

軽
く
な
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
共
に
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

●
場

所
む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

精
神
保
健
福
祉
士
・
保
健
師
等
に

よ
る
講
話
や
座
談
会
、
参
加
者
同

士
の
体
験
を
語
る
話
し
合
い
、
ひ

き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
理

解
及
び
対
応
を
検
討
す
る
た
め
の

研
修
等
。

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

日 程
月 日
８ ２６(木)
９ ２２(水)
１０ ２１(木)
１１ ２５(木)
１２ ２３(木)
１ ２７(木)
１７:３０～１９:００

�
�
�
�
�
�
�

事
業
の
利
用
案
内

日 程
月 日

８
６(金)
２７(金)

９
１０(金)
２４(金)

１０
８(金)
２２(金)

１１
１２(金)
２６(金)

１２
１０(金)
２４(金)

１
１４(金)
２８(金)

１３:３０～１５:３０
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◎
結
婚
相
談
所
入
会
の
ご
案
内

●
結
婚
相
談
所
と
は
？

毎
週
月
曜
日
（
年
末
年
始
除
く
、
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
10
時
～
15
時
に
本
会
本
所
内
に
相

談
員
を
配
置
し
、結
婚
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、

婚
活
を
す
す
め
る
上
で
の
相
談
と
入
会
者
同
士

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
、
相

談
に
係
る
費
用
は
全
て
無
料
で
す
。

●
結
婚
相
談
所
に
入
会
で
き
る
方
は
？

む
つ
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
20
歳
以
上

50
歳
以
下
の
独
身
者
及
び
市
外
在
住
者
で
、
結

婚
後
に
市
内
在
住
を
考
え
て
い
る
方
。

●
入
会
方
法

①
入
会
手
続
き
は
、本
所
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

②
入
会
手
続
き
は
、
本
人
ま
た
は
三
親
等
以

内
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

③
手
続
き
の
際
に
準
備
い
た
だ
く
も
の
は
次
の

２
点
で
す
。

・
顔
写
真
（
Ｌ
判
の
異
な
る
２
枚
）

・
独
身
証
明
書
（
本
籍
地
の
行
政
窓
口
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
取
得
手
数
料
の
レ
シ
ー
ト

を
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
本
会
で
取
得
手
数

料
分
を
援
助
し
ま
す
。）

④
登
録
期
間
は
、
入
会
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

２
年
経
過
前
に
51
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

は
、51
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
お
相
手
選
び
か
ら
ご
紹
介
ま
で

個
人
情
報
に
配
慮
し
な
が
ら
、
提
出
い
た
だ

い
た
顔
写
真
等
を
も
と
に
、
条
件
の
あ
う
入
会

者
同
士
の
お
見
合
い
を
相
談
員
が
調
整
し
ま

す
。

●
問
合
せ
先

結
婚
相
談
所

☎
22
‒
２
７
３
１

生
活
支
援
課

☎
33
‒
３
０
２
３

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

本
会
で
は
、
24
時
間
・
年
中
無
休
で
次
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
介
護
の
こ
と
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
る
団

体
・
個
人
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
登
録
を
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必

要
と
す
る
方
々
も
随
時
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

地
域
福
祉
課

☎
33
‒
３
０
２
３

●
指
定
訪
問
介
護
事
業

介
護
歴
15
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
を
筆
頭
に
経

験
豊
富
な
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
質
の
高
い
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
在
宅
生
活
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

・
自
己
負
担
目
安
額
（
介
護
保
険
の
場
合
）

①
身
体
介
護
（
入
浴
、
排
泄
、
食
事
、
更
衣
等
）

20
分
以
上
30
分
未
満

250
円

30
分
以
上
1
時
間

396
円

②
生
活
援
助
（
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
物
等
）

20
分
以
上
45
分
未
満

183
円

45
分
以
上

225
円

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
自
立
し

た
在
宅
生
活
の
実
現
に
向
け
て
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
共
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
考
え
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

☎
33
‒
２
３
５
５
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

☎
23
‒
９
１
１
９
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
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むつ市社会福祉協議会会員へのご加入にご協力をお願いいたします｡
むつ市社会福祉協議会（以下「社協」といいます｡)は、地域の皆様に支えられた民間の福祉団体です。
社協の事業を進めるための財源は、会員会費、寄付金のほかに、青森県社会福祉協議会、青森県共同
募金会及び市からの補助金、助成金及び受託金により賄われています。
社協は、営利を目的としていないため、事業を維持・発展させるための資金を集めることが大きな課
題となっています。
このうち会員会費と寄付金は、社協が民間福祉の推進機関として、自立的な活動を展開するための重
要な資金となっています。
社協の活動をご理解いただき、ひとりでも多くの皆様の社協会員へのご協力をお願いいたします。

◇ 会員の種類 ◇

区 分 対 象 年 会 費

正 会 員 本会の理事・監事・評議員及び職員 3,000円

普通会員 むつ市に住所を有する世帯／町内会等の市民組織団体、福祉関係組織及び団体 1,000円から

賛助会員 社会福祉に関心を有し、本会の目的に賛同する一般個人又は法人団体等 3,000円から

◇ 入会方法 ◇
会員にご加入いただける場合は、本会へご連絡をいただけますと職員が伺い、入会申込書に必要事項
をご記入いただき、会費納入方法等についてご案内させていただきます。
○ 問合せ・連絡先 総務課 ☎33-3023

本広報誌は、共同募金助成金により作成したものです。

龍 本 寺 様 36,000円
清澤寺除夜鐘の会 様 22,100円
和 敬 会 様 108,370円
對 馬 映 子 様 50,000円
大湊カトリック幼稚園 教職員一同 様 7,000円
大湊カトリック幼稚園 園児一同 様 5,000円
田名部カトリック幼稚園 教職員・園児一同 様

10,424円
須 藤 理 様 12,221円
匿 名 様 100,000円

匿 名 様 介護用おむつ 多数
一般社団法人公済会 様 楯 15個
株式会社ユアテックむつ営業所 様

非常食 23箱
明治安田生命労働組合 様

使用済み切手 5,672ｇ
花 部 勇 二 様 テレホンカード ７枚
匿 名 様 介護用品 多数

令和３年１月１日から令和３年６月30日まで


